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時事評論家 増田俊男
アメリカ経済は回復するか 

 

「自由主義病」という「不治の病」がある。 

アメリカ社会で日々貧富の差の拡大しているのは自由主義病である。 

アメリカの失業率が止まることを知らず上昇を続けているのも自由主義病。 

市場での過酷な戦いで勝利を得て 30 億円のボートで夏休みを過ごすのも、戦いに敗れ、失

業保険の期限も切れ、道端で 25 セント（20 円）を乞うのも自由である。 

アメリカの国是は自由である。 

アメリカの自由は「栄光と死」そのものである。 

 

連日 NY ダウは大幅な下げを繰り返している。 

アメリカの失業が増え続けているからである。 

現在、統計上の失業者は約 1,400 万人だが就職を諦めた者やフリーターなどが 880 万人も

いて、その数は増えるばかりである。 

失業率の上昇と景況感は反比例するから消費は一向に伸びない。 

高額所得層の 10％は急速に所得を増やし、中・低額所得層は 20 年間下げ続けている。 

貧富の差は時間と共に拡大し、オバマ政権はもとより歴代の政権も打つ手はなかった。 

所得不均衡が是正できるのは自由と正反対の強権政治に依る所得配分の強制しかない。 

自由を世界に広めることを国是とするアメリカは世界に所得格差と不平等を散布している

のである。 

自由を標榜するアメリカ社会が潜在的に破綻するのは確実であるが、問題は今日のアメリ

カ経済の現実が即アメリカの破綻突入に繋がるのか、それともロウソクが消える前の一瞬の

輝きがあるのか、である。 

 

「最後の炎」が今日から 15 日以内なら、もうしばらくアメリカは羽ばたけるだろう。 

 
 

 
大好評発売中！増田俊男の小冊子 Vol.27 
増田俊男の小冊子 Vol.27「歴史の転換期に起きる大事件」が好評につき現在、完売となっております。
希望者へは弊社にて原稿をコピーして綴じたものを販売いたしております。お問合せは、㈱増田俊男事
務所 TEL：03-3955-6686 まで 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前に株式会社増田俊男事務所（℡03-3955-6686）までお知らせ下さい。 


